
思いをつなぐ 
～７７回目の原爆の日を迎えて～ 

 



 

 

 

〈 発刊にあたって 〉 

 

原子爆弾によって被害を受けた人の高齢化が進むなか、私たちは

さまざまな取り組みを通して、その体験を風化させることなく後世

に語り継ぎ、二度と戦争を引き起こさないよう、戦争の悲惨さや平和

の尊さ、また核兵器の廃絶を訴えていかなければならないと考えて

います。 

とりわけ、昨年２月に始まったロシア連邦によるウクライナへの

侵攻では、為政者による核兵器の保有を顕示した威圧的な発言によ

って、世界は核の脅威を改めて知ることになりました。 

この「時をつなぐ平和絵本」は、市内中学生のみなさんが、被爆さ

れた方の体験を聞き絵本にする取り組みで、制作を通して被爆の実

相を知るとともに被爆者の平和への思いを受け継ぎ、伝え、広げてい

くことを目的としています。 

この絵本を通して、被爆者と子どもたちの平和への切なる願いが、

一人でも多くの人に届くことを期待しています。 

最後に、自らの被爆体験をお話しいただいた小田園枝様、並びに絵

本の作成にご協力いただきました金剛中学校美術部のみなさん、そ

してご指導いただいた先生方に心から厚くお礼を申しあげます。 

 

令和５年３月 

 

富田林市 



令和４年８月８日 富田林市立金剛中学校の平和登校日に

広島での被爆体験を語られる小田
お だ

園枝
そ の え

さん。
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《 時をつなぐ私たちの思い 》 

～ 絵本の制作に取り組んでいただいたみなさんに思いを綴っていただきました。～ 

 

【富田林市立金剛中学校美術部の皆さん】 

◇ 石橋 晴乃 

私はラジオで終戦を聞いた時のシーンを担当しました。 

「終戦」ということを聞いた人の心情を想像して絵に表現しました。 

私はこの機会がなければ、被爆者の方のお話を実際に聞くことが無かったので、

貴重な体験に関われて良かったと思います。 

 この本を通じて、あまり戦争を知らない人も、もう知っている人にも、改めて 

戦争の怖さを知ってもらえたらいいなと思いました。 

 

 

◇ 今 歩乃佳 

   今まで戦争について社会の授業で習ったり、修学旅行でも平和学習をしたりな

ど、戦争について触れる機会がたくさんあり、戦争の恐ろしさを分かったつもり

でいました。ですが実際体験した人の話を聞き、生々しいその実体験に、思わず

自分もその場にいたかのような、戦争の本当の恐ろしさというものを感じさせら

れました。 

今回参加させていただいたことで、すこしでも話された方の思いを色々な人に

伝えられたらと思います。 

 

 

◇ 北田 侑愛 

元々戦争の被害にあって残っているものは、本当に可哀想な、残酷な姿になっ

ているけれど、体験談を聞いて改めて惨状だったんだなと気付かされました。 

そのことを踏まえて、できるだけ戦時中の悲惨な光景を再現するように意識し

ました。 

二度とそんな残酷な光景がよみがえらないような未来を歩んでいくようにした

いなと思いました。 

 

 

 ◇ 久堀 ひかり 

   戦争の話を聞いて、またそれを絵にすることが難しいなと思いました。 

戦争の悲惨さを描くのも難しいと思いました。 

みんなで一つの絵本にするのはみんな絵が全然違うし、同時に戦争のことも学

べて良かったです。 



 

 

◇ 古根川 樺衣 

   平和について知ることができて、経験者の方の話も聞けて絵本に描けたことは、

いい経験ができたと思いました。 

 

 

◇ 竹岡 杏 

 私は、広島に列車に乗って向かう場面を描きました。 

絵本を描くことを通して、たくさんのことを学べたと思います。 

戦時中では、列車に乗っている時でも命の危険が多くあるということを知って、

少し怖くなりました。 

話してもらったことを忘れずに、そのことを未来につなげていけたらいいなと

思います。 

 

 

◇ 谷元 亨輔 

今回お話を聞いて、悲しい、寂しい気持ちになったし、実際に絵本を描いてみ

て、もっと戦争のことについて知れた気がしました。 

 

 

◇ 辻田 希海 

   今回戦争の絵本を描いて、聞いたことを絵にするのは難しいと思いました。特

に、とうもろこしの粉を使った蒸しパンを調べても出てこなかったので、描くの

が難しかったです。 

でも、そこから思ったことは、当時の人たちは今あるもので必死に生きていこ

うとしていたんだなと思いました。 

今回聞いた話はとても貴重な体験だし、絵本にしたのも今回の話が心に残る良

い体験でした。 

 

 

◇ 寺腰 樹 

今回この絵本を作るにあたって、戦争についていろいろ知る機会があり、考え

ることがありました。 

絵を描くにも、やっぱりそこにいたわけじゃないから、わからないこととかも

あったけれど、調べたり友達と話し合ったりして、より深く知ることができ嬉し

いけれど、逆にこんなことがあったんだと考えさせられることもありました。 

これからこういうことがないよう自分にできることを考えていきたいと思いま

す。 

 

 



 

 

◇ 西内 七海 

私は、戦争前の三原市の風景、戦争中のおにぎりを食べられないところ、その 

すぐ後の心情を描きました。しかし実際の心の中は、絵では収まりきらないほど

苦しかったと思います。 

この絵本の制作に携わることで、戦争の悲惨さの他にも、国民の気持ちを深く

知ることができたと感じました。 

これからも戦争について語り継いでいけたらと思います。 

 

 

 ◇ 西本 紗彩 

   私は、小田さんのお父さんが遺体処理をしているところを担当しました。 

   絵本を描いてみて、もうこんなことが起こってほしくないと感じて、小田さん

がどんなに怖い思いをしたのかが少しわかった気がします。 

 

 

 ◇ 三村 沙弥香 

   今までの人生で、戦争を体験したことがある人のお話は、何回かお聴かせ頂い

たことはありますが、いざ絵本にするとなるととても難しかったです。 

絵本を描くにおいて、戦争時に使われていた爆弾の画像を調べたり、原子爆弾

の後遺症について知ったりして、戦争についてほんの少しですが知ることができ

ました。 

どうかこの絵本を読む人は、戦争の残酷さについて忘れず、語り継いでいって

ほしいなと思います。 

 

 

 ◇ 山田 楓子 

   私は、この絵本の表紙を描かせて頂きました。 

人の手と鳩、虹、そして原爆ドームに平和への願いと希望を込めて描きました。 

原爆の話を聞くと、その時生きていなかった私でも、痛みや苦しみが悲しいほ

ど伝わり、とても心が痛くなります。 

ですが、この話はずっと伝えていかないといけません。なぜなら、原爆は二度と

繰り返してはいけないからです。 

なので、この話と平和の大切さが、いろいろな人に伝わればいいなと思ってい

ます。 

絵本の作成に参加させていただき、本当にありがとうございました。 
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